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ソーシャルワーカーによる傾聴の意義と今後の課題

 吉　田　護　昭＊1

１．緒言
　近年，わが国は社会情勢の変化に伴い，失業や貧
困，生活困窮，いじめや虐待，自殺，などの多くの
問題が山積しており，これらの多くは複雑かつ多様
な生活課題を重層的に抱えている1）．このような問
題やニーズを抱えている人たちの相談援助を担う専
門職として，社会福祉士や精神保健福祉士といった
ソーシャルワーカーが存在する．ソーシャルワー
カーはクライエントの相談に応じるとき，「ワー
カーはクライエントの話しに耳を傾けることから出
発すべきである」2）とし，クライエントの思いや気
持ちを十分に反映しながら必要な社会資源へと結び
付け，クライエント自らが望む生活の実現につなが
るための支援を展開する．岡本は社会福祉実践，と
りわけソーシャルワーク実践において，利用者本位
の理念を具現化し，実践活動を通して新たな援助理
論を構築していくためには，利用者の言い分や言説
を傾聴することから始まると述べている3）．久保も
「クライエントの話しを『聴く』ことはワーカーの
相談援助の根本的な役割である」2）と述べ，クライ
エントの言うことを傾聴することは重要であるとし
ている4）．
　その傾聴とは広辞苑によると「耳を傾けてきくこ
と．熱心にきくこと」5）の意味をもつ．社会福祉領
域では「クライエントのペースで話してもらい，そ
れに対して，うなずきや繰り返し，質問，感情を受
けとめ表現するなどの方法を通して，クライエント
の話しを一生懸命に聴いていることを伝える」6）と
定義されている．また傾聴とは「サービス利用者に
自由に話をしてもらい，援助者はその話をじっくり
と聴くという面接の基本的な姿勢のこと」7）である
とされている．
　これらの定義や意味から，ソーシャルワーカーの
傾聴とは面接を通してクライエントの話しに耳を傾
け，心で受けとめ，相手をわかろうとする，相談援

助の基本である8）．
　現在，筆者は障害分野でソーシャルワーカーとし
て従事している．社会福祉領域のなかでも障害分野
に関しては，2013（平成25）年の障害者総合支援法
の施行，2014（平成26）年の障害者権利条約の批准，
2016（平成28）年の障害者差別解消法の施行など，
障害者施策が次々に展開されることになった．こう
した施策が展開されるなか，ソーシャルワーカーは
障害者が地域のなかで自らの望む生活を送ることが
できるように，障害者自らの意思に基づいて支援を
展開することが重要である9-11）．障害分野において
は，身体障害，知的障害，精神障害，発達障害など，
障害種別が多岐にわたっており，障害特性も様々で
ある．そのため，ソーシャルワーカーは個々の障害
特性を理解しつつ，クライエントの表情や態度など
の非言語を含め，クライエントから発せられる，語
られる言葉や思い，気持ちを十分に受け止め，その
真の想いを受けとめていくことが求められており，
その真の想いを理解するために傾聴することは重要
である12,13）．
　このように，傾聴に関する定義や意味に加え，相
談援助を専門とするソーシャルワーカーによる傾聴
や多様な障害特性をもつクライエントに対しておこ
なう傾聴は基本であり重要な技法であることは明ら
かである．こうして，ソーシャルワーカーによる傾
聴の重要性が明らかであるなか，相談援助を専門と
するソーシャルワーカーがより専門的な知識や技術
をもって傾聴することに意義をもつためにも，これ
までにすすめられてきた傾聴に関する研究実態につ
いて整理する必要があると考える．
　そこで，本研究はこれまでにすすめられてきた傾
聴に関する先行研究の実態を整理する．その整理を
踏まえて，今後，ソーシャルワーカーが相談援助実
践で傾聴する際に活かすことのできるための研究課
題について考察する．
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２．研究方法
　先行研究を整理するにあたり，論文，図書・雑誌
などの学術情報で検索できるデータベース・サービ
スとして CiNii（サイニィ）を採用した．アクセス
サイトは http://ci.nii.ac.jp からアクセスをし，検索
期間を2017（平成29）年5月20日～2017（平成29）
年5月23日とした．

２. １　検索方法
　傾聴に関する文献の実態数を把握するために，論
文，図書・雑誌，本文掲載の有無を含め，検索して
抽出した全ての文献を実態数として取り上げ整理し
た．

２. ２　文献整理の方法
　「傾聴」のみの検索用語で全体数を把握した．そ
の全体数をもとに，年代別で整理をした．　
　次に，傾聴を実践する領域や技術として，分野
別，職種別，障害種別，相談援助技術別に文献の実
態数を整理した（なお，検索用語が複数含まれる文
献の場合，重複してそれぞれの項目でカウントし 
た）．

２. ３　文献の具体的な整理方法
　年代別では，当事の社会福祉の政策状況から1970
年代を「社会福祉の見直し期」，1980年代を「福祉
の拡充期」，1990年代を「福祉の改革期」，2000年代
～現在まで「社会福祉基礎構造改革以降の期間」の
4つの期間に区切って整理をした．
　分野別では，社会福祉領域並びに医療関連領域に
おいて傾聴を実践することがある分野として「看
護」，「心理」，「精神」，「高齢」，「障害」，「介護」，「児
童」を検索用語として選定し，傾聴と掛け合わせて
検索した．
　職種別でも分野別と同様に傾聴を実践する関連職
種として「医師」，「看護師」，「臨床心理士」，「理学
療法士」，「作業療法士」，「ソーシャルワーカー」，「社
会福祉士」，「精神保健福祉士」，「介護支援専門員」，
「相談支援専門員」を検索用語として選定し，傾聴
と掛け合わせて検索した．
　障害種別では障害者自立支援法で3障害が一元化
された「身体障害」，「知的障害」，「精神障害」に加
え，発達障害者支援法による「発達障害」，児童分
野として「障害児」を検索用語として傾聴と掛け合
わせて検索した．
　相談援助技術では傾聴に関連する用語として主に
「面接」，「相談援助」，「対人援助」の3つを検索用
語として傾聴と掛け合わせて検索した． 

　以上から傾聴に関する実態数の整理のみではな
く，傾聴に関する文献内容についても整理をした．
筆者が障害分野のソーシャルワーカーとして従事し
ていることに加え，傾聴は相談援助技術において重
要な技法の一つであることから，障害分野と相談援
助技術に焦点をあて文献内容を整理した．また，傾
聴を中心とした内容を抽出するために，タイトルに
傾聴が含まれる先行研究（論文として掲載されてい
るものに限る）として10編の文献抽出し整理の対象
とした．

３．結果
３. １　年代別，分野別，職種別の実態
　傾聴に関する文献の全体数では973編の文献を抽
出した．その973編の文献を年代別で整理すると，
1970～1979年では4編，1980～1989年では10編，
1990～1999年では53編，2000～2009年では431編，
2010～2017年5月現在までは475編の文献を抽出した
（図1）．
　分野別では，「看護」，「心理」，「精神」，「高齢」， 
「障害」，「介護」，「児童」を検索用語として選定し
傾聴と掛け合わせて検索した結果，755編の文献を
抽出した．その内訳は，看護で254編，心理で139編，
精神で137編，高齢で79編，障害で79編，介護で47編，
児童で20編となった（図2）．
　職種別では，「医師」，「看護師」，「臨床心理士」， 
「理学療法士」，「作業療法士」，「ソーシャルワー
カー」，「社会福祉士」，「精神保健福祉士」，「介護支
援専門員」，「相談支援専門員」を検索用語として選
定し傾聴と掛け合わせて検索した結果，164編の文
献を抽出した．その内訳は，医師で40編，看護師で
66編，臨床心理士で9編，理学療法士で33編，作業
療法士で6編，ソーシャルワーカーで4編，社会福祉
士で3編，精神保健福祉士で1編，介護支援専門員で
2編となった．相談支援専門員では文献が見当たら
なかった（図3）．

３. ２　障害分野関連別，相談援助技術別の実態
　分野別で「障害」は79編の文献を抽出したが，そ
の他に障害分野に関連するものとして「障害者福
祉」，「障害者自立支援法」，「障害者総合支援法」の
キーワードをそれぞれ傾聴に掛け合わせて検索をし
たが，どのキーワードとも文献は見当たらなかっ 
た．
　障害種別では，「身体障害」，「知的障害」，「精神
障害」，「発達障害」，「障害児」を検索用語として傾
聴と掛け合わせて検索した結果，29編の文献を抽出
した．その内訳は，身体障害で4編，知的障害で3 
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編，精神障害で1編，発達障害で8編，障害児で13編
となった（図4）．
　相談援助技術では「面接」，「相談援助」，「対人援

助」のそれぞれに傾聴を掛け合わせて検索した結果，
70編の文献を抽出した．その内訳は，面接で58編，
相談援助で3編，対人援助で9編となった（図5）．

図1　年代別文献数の推移

図2　分野別に関する文献数
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３. ３　先行研究の内容整理
　本項では，研究方法で述べたようにタイトルに傾
聴が含まれる先行研究10編を内容整理の対象とし
た．10編の内訳は，「障害」が3編（障害種別では該
当しなかった），「対人援助」が3編，「面接」が3編，
「相談援助」が1編となった（表1）．
　次項では抽出した10編の先行研究の内容について
整理した． 

３. ３. １　クライエント自身の変化
　本項では，クライエント自身が変化していくこと
について報告した2編の先行研究を分類した．村田
は対人援助実践において傾聴すること自体，援助と
して独自の意味をもつとしている14）．傾聴の独自の
意味として存在論的意味と援助的意味をもち，それ
ぞれに論理的プロセスと援助プロセスがある．その
プロセスを経た結果，クライエントは自己の存在を

図3　職種別に関する文献数

図4　障害別に関する文献数
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図5　相談援助技術に関する文献数

表1　先行研究の検討結果一覧

上段：分類項目，下段：検索用語
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回復し変化をもたらすことにつながると述べている．
　西原はクライエント自らが問題を分析し，解決の
手立てを見つけ出すためにソーシャルワーカーが傾
聴することは重要であるとしている15）．
　このように2編の先行研究を整理した結果，傾聴
することによってクライエント自らの問題や課題解
決をしていくことにつながったり，自己成長につな
がるといった，クライエント自身が変化していこと
について報告している．つまり，問題解決の主体は
クライエントであり，その問題にクライエント自ら
の力で取り組むことができるように支援するとし
た，クライエント主体で捉えた報告となっている 
（表2）．
　
３. ３. ２　�援助者の傾聴のあり方（かかわり方，態

度，認識）
　本項では，援助者の傾聴のあり方（かかわり方，
態度，認識）について報告した6編の先行研究を職
種別に分類した．その結果，看護師が5編，ソーシャ
ルワーカーが1編であった．
　荒木は慢性期統合失調症患者への傾聴の効用につ
いて述べている16）．調査結果として，看護師におけ
る傾聴は患者とのかかわり方やかかわるプロセスが
重要であるとしている．
　田形と丸岡は構音障害を持つ患者の症例から看護
における傾聴について述べている17）．実践の結果と
して，看護師側の先入観によって患者の話しを傾聴
できなかったり，感情の表出や能力の限界を妨げた
りなど患者理解に至らないことがあるとしている．
　前田は電話相談をおこなう看護職のロール・プレ
イにおける相互行為を分析している18）．その結果，
相談内容によっては傾聴する必要性の有無があるこ
とやその有無によって，トラブルを助長させてしま
う可能性もあることを明らかにしている． 
　玉里は看護師による傾聴について，慢性統合失調
症患者10名を対象に半構成的面接を行い，彼らが捉
える傾聴の意義と様相について断片的な語りをもと
に質的記述的に分析をしている19）．その結果，看護
師の傾聴の仕方によっては患者の意思表示を可能に

表2　クライエント自身の変化

し，患者の自己成長のきっかけにつながることを明
らかにしている．
　山口らは胃ろう造設を選択した患者とその家族の
思いを明らかにしている20）．その結果，患者・家族
が胃ろう造設を決めた背景にある様々な思いを看護
師が知ることは少ないため，調査を通して，患者や
家族の様々な思いの背景を傾聴することの重要性を
再確認している．
　鳥海は在宅介護支援センターのソーシャルワー
カーがおこなう初期面接に焦点をあて，傾聴に対す
る認識や態度について明らかにしている21）．調査の
結果として，ソーシャルワーカーはソーシャルワー
カーの価値や倫理原則に基づいて傾聴を実践し，利
用者を多面的に理解することが重要であるとしてい
る．
　このように6編の先行研究を整理した結果，援助
者がクライエントに対して傾聴をおこなった結果，
援助者のかかわり方をはじめ，傾聴の方法や態度，
クライエントを捉える援助者の認識について明らか
にしたものであった（表3）．
　
３. ３. ３　大学生で学ぶ傾聴
　本項では，大学生で学ぶ傾聴について報告した2
編の先行研究を分類した．
　佐藤は社会福祉援助技術演習の課外活動を通し
て，①傾聴の技法を身につけることだけに留まらな
かったこと，②利用者の生活史をはじめ，家族や地
域との関係を得ることができたこと，③対人援助関
係の持つ双方向性（人と人との出会い）を形成する
ことの大切さなど，大学生自らの傾聴に関する認識
の転換を体験できた契機について報告している22）．
　山崎は心理学に関心のある大学生を対象に質問紙
調査を実施した結果，授業内のワークや課外活動，
日常の人間関係の中で体験的に学習し知識として傾
聴を学ぶ機会があると回答している学生が大半で
あった23）．その結果を検討したところ，大学生自ら
のかかわりのスキルやスタイルが変化していくこと
のできるプロセスを学びの中に取り入れるために，
傾聴に関する抽象的な概念を学ぶことに加え，経験
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や体験を取り入れていくことが必要であるとしてい
る． 
　このように2編の先行研究を整理した結果，近年
では大学生を対象とした傾聴に関する研究が進めら
れており，実践現場での体験や経験を通して，傾聴
に対する考え方や重要性を学生時代から気付かせる
ことの意義を報告している．つまり，大学生主体で
捉えた報告となっている（表4）．

４．考察
　本項では，これまで整理した実態から傾聴に関す
る今後の研究課題について考察を述べる．
　
４. １　文献の実態数の整理からの考察
　傾聴に関する文献の実態を整理すると2000（平成
12）年以降，急激に文献数が増加している．その背
景には，2000（平成12）年の社会福祉基礎構造改革
によって，福祉サービスに関する利用が措置から契
約になったこと，サービスの質の向上やクライエン

表3　援助者の傾聴のあり方（かかわり方・態度・認識）

表4　大学生で学ぶ傾聴

トがサービスを選択する権利保障があることなどか
ら，クライエントにかかわる援助者がこれまで以上
にクライエントおよびその家族の話しや主張を聴く
ことが必要になったのではないかと推測する．
　続いて，分野別，職種別では国家資格に関する法
制度や関連施策の制定された年代順に影響があると
考える†1）．ソーシャルワーカーの国家資格として
誕生した社会福祉士や精神保健福祉士，障害分野の
相談支援として誕生した相談支援専門員らの歴史は
他の分野に比べて浅い．そのため，看護師（看護分
野）の傾聴に関する研究報告は圧倒的に多く，相談
援助に携わる社会福祉士や精神保健福祉士などの
ソーシャルワーカーの傾聴に関する研究報告が少な
いことは当然のことといえる．また，障害種別に関
する文献においても文献数の違いが見受けられたた
め，職種ごとに制定された年代順影響があると考え
る†2）．
　このように，傾聴に関する文献の実態数の整理か
ら，各分野，各職種においては制定された年代や法
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制度によって文献数が異なっていた．そのなかでも
福祉分野をはじめ，社会福祉士や精神保健福祉士な
どのソーシャルワーカーの傾聴に関する研究報告が
少ないことが明らかとなった．そのため，今後は，
福祉分野をはじめ，特に，社会福祉士や精神保健福
祉士などの相談援助職者であるソーシャルワーカー
による実践報告や事例研究をすすめていく必要があ
る．
　
４. ２　先行研究の内容整理からの考察
　先述したように傾聴に関する文献の実態について
は2000（平成12）年を境に大きな変化を示している．
本論文で抽出した10編の先行研究においても，その
ことは明らかとなった．
　2000（平成12）年以前の研究としては，村田14）や
西原15）が1996（平成8）年に報告した2編である．こ
の2編は，傾聴することにおけるクライエントの変
化に着目をしており，クライエント主体にした研究
報告となっている．2000（平成12）年以降では，10
編の先行研究のうち8編が報告されており，6編は援
助者の傾聴のあり方（援助者のかかわり方，態度，
認識）に着目しており，援助者主体にした研究報告
となっている．また，この6編のうち5編は看護師の
おこなう傾聴に関する研究報告16-20）であった．
　このように，2000（平成12）年を境にして，クラ
イエント主体とした研究から援助者主体とした研究
へと転換していることが明らかとなった．そして，
援助者による傾聴のあり方に関する研究がすすめら
れていくなかで，ソーシャルワーカーなどの相談援
助を担う人たちによる研究が未だに少ない．そのこ
とから，今後，ソーシャルワーカーをはじめとした
相談援助職者らによる傾聴のあり方に関する研究と
して，例えば，相談援助者の傾聴技法の自己分析，
傾聴後のクライエントの生活の分析，初回面接にお
ける逐語録からの分析，傾聴以外の面接技法やアプ

ローチとの関連性，相談援助者と他分野の傾聴の比
較など，様々な方法による研究を積み重ねていくこ
とが必要である． 
　最後に，近年においては大学生を対象とした傾聴
に関する研究が報告されている22,23）．学生にとって
地域での課外活動や演習，医療機関や福祉施設等の
実習は自己成長や自己覚知できる重要な場となって
いる24-27）．そして，学生自身の自己成長や自己覚知
をすることのできる一つの方法として，ソーシャ
ルワーカーなどの相談援助職者と学生との実習スー
パービジョンがある．そのスーパービジョンを通し
て，現場のソーシャルワーカーは傾聴することの重
要性や目指すべきソーシャルワーカー像などを学生
に伝達することが重要である28）．また，佐藤は実習
教育について，学生自身が持つ知識を実践の場で使
えるか否かではなく，学生自身の学び方や姿勢が問
われていると述べている29）．
　このように，学生自身が演習や実習を通して学ぶ
傾聴やその他の学びは机上で学ぶことよりも重要で
あるとともに，学生に指導する実習指導者のあり方
も重要となる．今後も大学生を対象とした傾聴に関
する研究を積み重ねていくことは必要である．
　
５．おわりに
　本論文では，傾聴に関する文献の実態数の整理に
加え，10編の文献内容を整理した．その整理の結 
果，相談援助実践を専門とするソーシャルワーカー
をはじめ，障害分野並びに福祉分野全般において傾
聴に関する研究が少ないことが明らかとなった．
　そして，クライエントが住み慣れた地域で自らが
望む生活を続けていくことができるために，今後，
筆者が従事する障害分野をはじめ，相談援助を専門
職とするソーシャルワーカーらによる傾聴に関する
研究や実践報告を積み重ねていくことが必要である．

注
†1） 分野，職種別の法制度として，保健師助産師看護師法（1948年），医師法（1948年），理学療法士及び作業療法士法（1971

年），社会福祉士及び介護福祉士法（1987年），精神保健福祉士法（1997年），相談支援専門員（2006年）などである．
†2） 障害別では児童福祉法（1947年），身体障害者福祉法（1949年），精神薄弱者福祉法（現：知的障害者福祉法）（1960

年）の制定などである．
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